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1 はじめに

タンパク質とは私たちの体を構成する重要な部品でありながら，未解明な事柄が多い生体高分子である．タ

ンパク質の機能や構造は X線結晶解析などで調べられる．一方，そのふるまいの詳細については，直接的な実

験技術の限界から，近年では，物理法則に基づくシミュレーション計算に頼りつつある．タンパク質の挙動を

明らかにすることは，創薬にも役立つ．

1.1 協同性

タンパク質のひとつヘモグロビンは，よく知られているように酸素と結合し，体内に酸素を運搬する．この

結合には協同性による相互作用の効果が無視できない．協同性とは，ある部分の変化がほかの部分に変化をも

たらす性質である．この協同性をふまえたMWCモデルと KNFモデルは，系のエネルギーと結合数を統計力

学の言葉で記述できる．KNFモデルは Adairモデルと共通する部分が多い．

2 講演内容

本講演は，MWC モデルのようなタンパク質の物理モデルの成り立ちを理解することを目標に進める．ま

ず，タンパク質と統計力学などの基本的な事柄を確認する．それらをもとに，簡単な式と図によってモデルを

表し，タンパク質のふるまいを物理の言葉で表現することの利点を検証していきたい．
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